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(学位論文審査の轟弟の要旨) (明朝体1 1ポイント、 6 0 0字以内で惟虎のこ
肝細胞癌に対する肝動注療態においてミ1)プラチンーリピオド「ル(ML)懸濁拝は腫痩だけで
なくその周由の正常肝実質にも比較的多く洗入してしまい,度盛内への集積が不十分となる症
例をしばしば駐験する。姐.懸濁液はサスペンションの状態であり,注入液の性状が鵬への集
棟や抗腫醸効果に影響を及ぼしている可能性があると考え、弧サスペンションに水溶鞍を加え
てエマルジョンとし、ウサギⅤⅩ2肝腰痛モデルを用いて抗腫痩効果の比較を行い、以下の点を
明らかにした。
1)リピオドールエマルジョンは水溶液の浪合比により　鞄terin-oilコニマルジすンと
oi]卜in-waterエマルジョンの状態に分類される。
2)サスペンションと比較しエマルジョンの状鰭で戟注を行った方が鹿醇増大を抑える債向が
見られた。
3 )周囲正常肝実質への魂剤聴人もエマルジョンの方が制限される嬢向が見られた。
4)エマルジョン潤の比較ではoiトin瑚aterより腎ater-inroilの状態の方がより准癖増大率
が低かった。
5 ) 甘ater-in-oilエマルジョンは粘珊鹿が高いため、正常肝実質を栄養する毛細血管への流入
が制験され、より太い鹿癖血管へ流入しやすくなると考えられた。
6 )以上の結集よりミリプラチンは職ter-in-oilユマルジぎンの状態での便月が望ましいと考
えられた。
本静文は肝細胞癌治療におけるミリプラチンの使用権について新しい知見を与えたものであ
り、最終鮮魚として論女内容に只達した群問を受け合格したので、博士(医学)の学位独文に
催するものと髄められた。
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